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唐

通

事

の

語

学

書

1

「
訳
詞
長
短
話
」
管
見
1

大

橋

百

合

子

㌔

長
崎
県
立
図
書
耀

護

八
年
(獅1

)
書
写
の
、

「
訳
詞
長
短
話
」
と
題
す
る

纒

事
系
の
語
藩

キ
塗

五
冊
、
・つ
ち
二
冊
目
を
欠
く
。
)
が
蔵
さ
れ

て
い

る
。
官
命
に
よ
り
東
京
通
事
が
饗

し
た
も
螺

(長
崎
県
立
馨

館
蔵
本
は

そ
の
編
者

の
自

筆
本
と
思
わ
れ
る
。)
、
唐
通
事

の
中

国
語
学
習

に
際
し

て
教
科

書
と
し
て
常
用
さ
れ
な
・
し
鍵

本
文
に
施

欝

似
薩

で
中
国
語
を

記
す
傍
ら
に
、
南
京
語

の
み
な
ら
ず
、
安
南
、
東
京
、

モ
ウ

ル
、
阿
蘭
、

イ

ン

デ
ヤ
等

の
異
国
語
の
発
音
も
付

さ
れ
て
お
り
、
興
味
が
持

た
れ

る
。

最
も
注

意
を
惹

く
の
は
、
そ
れ
ら
の
異
国
語
を
表
わ
し
て
い
る
風
変
わ
り
な

文
字

で
、

一
見
片
仮
名

に
似

て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
和

訳
の
仮
名
と
は
明

ら
か
に
字
体
が
異
な
り
・
そ
の
ま
義

み
下
す
の
は
困
繋

謹

で
あ
砧
③
(写
真

参

照
)
。

通
常

の
片
仮
名
と
は
別

に
、
特

に
こ
の
よ
う
な
文
字
が
使
わ
れ
た
の

は
ど
う
い
う
訳
で
あ
ろ
う
か
。

注
⑧

か

つ
て
新
村
出
氏
も
、

こ
の
書

に

つ
い
て
若
干
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
独
特

の
文
字

に
妨
げ
ら
れ

て
か
、
言

語
の
面
か
ら
は
殆

ど
検
討

さ
れ
な

い
ま
ま
今

日
に
至

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
縞

本
稿

で
は
、
そ
の

「
異
様
な
る
八
分
字
体
を
以

て
直

に
識
別
し
難
き
ば
か
り

に
写
さ
れ
た
」

「
異
国
語
発
音
を
あ
ら

は
す
片
仮
名
」

(新
村

氏
)
の
も

つ
意

味
を
考
え
、
そ
の
異
国
語

に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
過
程
で
、

一
冊
の
唐
通
事

の
手

に
な
る
語
学
書

の
、
全
体
像

を
捕
え
よ
う
と
す

る
。
併
せ
て
、

こ
こ
で
は

充
分
な
考
察

を
加
え
る

に
は
至
ら
な

い
が
、
具
体
的
な
言
語
資
料

と
し
て
の
可

能
性
も
提
出
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

二

最
初

に

「
訳
詞
長
短
話
」

(以
後
、
「長

短
話
」
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。)

の
閲
歴

を
明
ら
か

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
項

に

つ
い
て
は
、
大

正

三
年
に
同
書
を
讃

さ
れ
た
武
藤
長
平
氏
の

茜

南
文
運
史
論
』
に
導
か
れ
る

と

こ
ろ
が
大
き

い
。

「
訳
詞
長
短
話
」

に
は
、各
冊

の
終
わ
り
に
〈
寛
政
八
年

中
秋
月
末
八
日
、魏

龍
山
が
之

を
改
め
写
し
た
〉
旨
が

一
々
記

さ
れ
、

一
冊
目
に
は
更

に

「都
是
自

祖
翁
魏
喜
官
東
京
人
傳
来
之
中
意

如
件
」
、
五
冊
目
に
は

「
改
記
清
静

写
之
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東
京
通
詞

實
血

(
?
)

魏
五
左
衛
門
㊥
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
或

る

注
⑨

程
度

の
見
通
し
が

つ
く
。

「
訳
司
統
譜
」

に
よ
れ
ば
、

こ
の
龍
山
魏

五
左
衛
門

と
は
、
天
明
元

年

(
皿
)
十
月
十
五
日
か
ら
天
保

十
四
年

(㎜
)
六
月

二
日
ま

で
六

十
三
年
間
東
京
通
事
を
勤
め
上

げ
、
長
年

の
奉

公
に
よ

っ
て
褒
賞
を
下

さ
れ
た

人
物

で
あ
る
。
魏
喜
、
又
は
喜

一
は
そ
の
先
祖
で
、
寛
文
十

二
年

(㎝
)
に
、
後

世
明
楽

で
知
ら
れ
た
魏

(鍾
鹿
)
氏
初
代
九
官

の
僕
と
し

て
東
京
か
ら
付
き
従

っ
て
き
た
も

の
で
あ
る
・
魏
喜
は
名

を
五
平
嬬
と
改
φ

元
禄
十

二
年

(
㎜
)
四

月

二
十
九

日
、
東
京
久
蔵

の
後
暫
く
絶
え

て
い
た
東
京
通
事

を
仰
せ
付
け
ら
れ
、

正
徳

二
年

(2171
)
に
亡
く
な
る
ま

で
そ
の
職
に
あ

っ
た
。
そ
の
後

五
左
衛
門
、
五

平
次
と
続
き
、

四
代
目
が
龍
山
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
遅
羅
通
事
、

モ
ウ

ル
通

事

が
代

々
日
本
人

で
あ

っ
た
の
に
対
し

て
、
東
京
通
事

の
場
合

は
、
初
代
東
京

久
蔵
は
と
も
か
く
、
東
京
人
及
び

そ
の
子
孫
が
務

め
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が

分

る
。

「
訳
詞
長
短
話
」
編
纂

の
事
情
は
、

『長
崎
志
続
篇

』
中

の

「
年
表
挙
要
」

寛
政
七
年

の
条

に

東
京
通
詞
魏
五
左
衛
門
、
遅
羅
通
詞
森
田
治
大
夫
両
人

へ
通
弁
之
書
を
編
輯

し
非
常
之
節

の
為
御
役
所

へ
可
納
置
旨
被
命

に
付
各
訳
詞
書
を
謄
写
し
て
奉

之
、
傍

て
筆
紙
料
と
し

て
五
左
衛
門

へ
銀

一
枚
、
治
大
夫

へ
金
二
百
疋
賜
之

注
⑳

と
あ
る

の
に
よ

っ
て
ほ
ぼ
察
せ
ら
れ
る
。
官
命
に
よ

っ
て
成

っ
た
も
の
で
あ
り
、

自
ず

か
ら
公
的
な
性
質
を
帯
び

て
い
る
点
注
意

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
更
に
、

礪

氏
が

「長
短
話
」
を
発
見
さ
れ
た
の
が
長
崎
県
庁
の
倉
庫
内
で
あ
.
た
こ

と
、
又
、
改
め
写
す
旨
の
奥
書
き

(前
述
)
や
、
本
書

の
性
質
上
各
通
事

の
家

に
必
ず
備

え
ら
れ

て
い
た
は
ず

の
も

の
で
あ
る
の
に
、
通
事

の
家

に
は
伝
わ

っ

注
㈹

て
い
な

い
こ
と
等

か
ら
、

こ
の
時

「
御
役
所
」

へ

「
謄
写
し

て
奉
」

っ
た
の
が

長
崎
県
立
図
書
館
蔵
本

で
あ
ろ
う
と
推
定

さ
れ
る
。

今

一
つ
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
先

に
も
触
れ

た
通
り
、

こ
の
書
が
唐
通
事

養
成

の
た
め
の
必
読
書
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ

る
。
ち
な
み
に
唐
通
事

の
中

国
語
学
習
の
順
序

は
次

の
よ
う
だ

っ
た
と

い
う
。
最
初

に
発
音
を
学

ぶ
た
め

に

「
三
字
経
」
「大
学
」

「
論
語
」
「
孟
子
」
「
詩
経
」

な
ど
を
唐
音

で
読
む
、
次

い

で
恭
喜
、
多
謝
、
請

坐
な
ど

の
二
字

話
、
好
得
緊
、
不
暁
得
、
吃
茶
法
な
ど
の
三

字

話
と
習

い
覚
え
、

更
に
四
字
以
上

の
長
短
話
を
学
ぶ
、

そ
の
教
科
書

が

「
訳

詞
長

短
話
」

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

「
訳
家

必
備
」
「
養
児

子
」

「
三
折
肱
」
「
医

家
摘

要
」

「
二
才
子
」
な
ど
、
唐
通
事
編

集
の
写
本
を
卒
業

す
る
と
、

「今
古

奇
観
」

「
三
国
志
演
義
」

「水
濡
傳
」

「
西
廟
記
」
等
を
師

に
就
い
て
学
び
、

更

に
進

ん
で

「
福
恵
全
書
」

「資
治
新
書
」

「
紅
楼
夢
」

「
金
瓶
梅
」
な
ど
を注

oの

自
習

し
、
難
解
な
と
こ
ろ
を
師

に
質
す
1

以
上
が
普
通

の
順
序
で
あ

っ
た
。注

⑤

岡
島
冠
山

の

「
唐
話
纂
要
」
「
唐
語
便

用
」
等
も
入
門
の
必
読
書

で
あ

っ
た
が
、

中
で
も
教
科
書
と
し

て
最
も
重
宝
が
ら
れ
た
の
が

「
訳
詞
長
短
話
」
と

「
訳
家

必
備
」
で
、
実
際

の
交

易
の
場

で
の
や
り
と
り
を
想
定

し
て
書

か
れ

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
会
話
用

テ
キ

ス
ト
と

し
て
こ
の
二
冊

を
卒
業
す
る

こ
と
が
何
よ
り

肝
要
と
さ
れ
た
ら
し

い
。

三

前

項
で

「
訳
詞
長
短
話
」

の
成
立
事

情
を
た
ど
り
、
又
、
同
書
が
唐
通
事

の

中
国
語
学

習
の
、
言
わ
ぱ
初
級

ク
ラ
ス
の
会
話

テ
キ

ス
ト
と
し
て
、
常
用
さ
れ

た
こ
と

に
触

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら

こ
の
書

は
、
本
来
的

に
は
中
国
語

の
語
学

書

と
し

て
或

っ
た
も

の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
第

一
冊
目

に
は
本
書

の
構
域

を
次

の
よ
う

に
記
す
。

一
、
小

二
冊

ハ
諸
瀧
之
諜
話
ナ
リ

一41一



一
、
大
三
冊

ハ
東
京
話

二
冊
也

一
冊

ハ
ハ
ル
シ
イ

(筆
者
注
=
モ
ウ
ル
語
の
意
)

海
外
也

一
捻

五
冊

ナ
リ

(傍
点
筆
者
)

即
ち
、

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
外
国
語
の
発
音
を
例

の
独
特

の
字
体

で
書
き
記
す

の
で
あ

っ
て
、
東
京
通
事

で
あ
る
編
者

の
意
識
と
し
て
は
、
本

文
の
中
国
語

で

は
な
く
、
む
し
ろ
左
右

に
示
さ
れ
た
外
国
語

の
方

が
主
役
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と

こ
ろ
で
、
雨
森
芳
洲

の

「
橘
窓
茶
話
」

の

一
節

は
、
唐
通
事
の
中
国
語
教

育
が
、
と
り
わ
け
唐
話

の
発
音

の
習
得

に
心
を
砕

い
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を

注
㈲

教

え
て
く
れ
る
。
櫨
裸

の
う
ち
か
ら
慣

れ
親
し
ん
だ
唐
音
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、

「長
短
話
」

に
期
待
す

る
の
は
、
基
礎
的

な
会
話

の
力
と
貿
易
交
渉

の
際
に
必

要
な
語
粟
を
身

に

つ
け
る
こ
と

で
、
発
音
を
示
す
文
字
が
少

し
ば

か
り
変
わ

っ

た
も

の
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
程
支
障

は
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
論

か
ら
先

に
言
え
ば
、

こ
の
文
字

は

一
字

一
字
は
結
局
た
だ

の
片
仮
名

で
あ

る
。

各
通
事
家

で
本
書

が
書
写

さ
れ
た

に
し
て
も
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま

の
字
体

で
写

さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
保
障

の
限
り
で
は
な
い
。

さ

て
、
仮
名

の
解
読

に
は
、
第

五
冊

に
モ
ウ
ル
語
を
〈
唐
訳
V
し
て
、
普
通

の
片
仮
名

で
南
京
語
を
付
し
て

い
る
の
が
利
用
出
来
る
。
韻
鏡

の
枠
組
み

で
字

音
表
を
作
り
、

そ
れ
を
第

一
冊
目
の
南
京

語
と
対
照
さ
せ

て
い
く
、

と
い
う
手

順
を
踏

ん
だ

(
仮
名
字
体
表
参
照
)
。

本
文

の
唐
語

の
八
分

め
い
た
字
体

に
つ
い
て
は
、
東
京

で
は
中
華

の
文
字

を

用
い
る
け
れ
ど
も
、
多
く

は
八
分
字

や
古
文
字
、
或

い
は
絵
の
よ
う
に
写
し
て

注
働

い
る
、
と
言

っ
て
い
る
の
で
、
東
京

で
用

い
ら
れ

る
と

い
う
字
体

に
倣

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
見
当
が

っ
く
が
、
外
国
語

の
発
音

を
写
す
と

い
う
機
能

に
於

い

て
仮
名

を
越

え
る
点
が
殆
ど
な
い
な
ら
ば
、
何
故

こ
と

さ
ら

こ
の
よ
う
な
文
字

を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
の
か
。
直
線
を
嫌

い

一
点

一
画
を
曲
線
的

に

繋
こ

う
と
す
る
、
出
来

る
丈
閉
じ
た
形
に
す
る
、
等

の
傾
向
性
が
見
て
と
れ

る

〕表体字名仮⊂か
ら
、
や
み
く
も

に
変
形
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。

考

え
ら
れ
る

の
は
、

一
つ
は
梵
字

の
影
響

で
あ
る
。

「
訳
詞
長
短
話
」

に
は

梵
字

を
大
変
尊
重
す
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。

一
口
に
言
う
と
、
梵
字
は
森
羅

万

象
と
関
わ
る
深
遠
な
も

の
で
、

臼
本
や
中

国
の
言
葉
も
畢
寛
梵
字
を
根
元
と
す

る
、
と

い
う
よ
う
な
内
容
で
あ

っ
て
、

「長
短
話
」
第

一
冊
は
〈
訳
蛮
大
諜
長

短
話
V
〈
縦
横
長
短
話
V

の
二
部

か
ら
成
る

の
だ
が
、
前
者

の
大
半

は
梵
字

の

解

説
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
梵
字

の
発
音
を
示
す
片
仮
名

を
見

る
と
、
入

筆
や

バ
ネ
等
、
運
筆

が
梵
字

の
場
合

と
よ
く
似

て
お
り
、
梵
字

一
字

に
二
字
以

上

の
仮
名
を
付
す
場
合

に
は
、

そ
の
複
数

の
字
を
密

着
さ
せ
て

一
層
梵
字

に
近

づ
け
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

子
細

に
見

る
と
、
そ
の
仮
名

の
字

体
は
、
通
常

の
字
体

と
異
国
語
を
示
す
そ

れ
と

の
ち

ょ
う
ど
中

間
に
位
置
す

る
よ
う
な
具
合

に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
を
楷

書
と
す
れ
ば
、
異
国
語

の
仮
名

の
方
は
行
書

に
当

た
る
。
実
際

「
フ
」

「
ワ
」

一42一



「
レ
」
等
は
、
字
形
だ
け
は
梵
字

(
デ
ー
ヴ

ァ
ナ
ー
ガ

リ
ー
文
字

)
に
よ
く
似

て

い
る
。

そ
う
言
え
ば
、

一
続
き
に
発
音

さ
せ
た

い
場
合

に
二
字
或

は
三
字
を

つ

注
ω

な
げ

て
書
く

こ
と
は
、
異
国
語
の
長
短
話

に
も
確
か
に
見
ら
れ
て
、

こ
の
点
は

正

に
仮
名

の
欠
点
を
補
お
う
と
す
る
工
夫

の

一
つ
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
梵
字

を
言
葉

の
根
元
と
す
る
思
想
を
背
景

に
、
片
仮
名
を
梵
字

に
準
え

て
変
形
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

又
、

「
エ
」

「
ケ
」

「
ス
」

「
ヌ
」

「
ユ
」
等
、
特
に
左
右
対
称

に
揆
ね
る

こ
と
の
出
来
る
も
の
に
は
、
本
文

の
字
体
、
即
ち
八
分
等

の
影
響
も
見
受

け
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
字

の
変
形

に
は
、
後
学

に
対
し

て
自

己
の
言
語
観

(余

り
に

も
形
而
上
的

で
は
あ

っ
て
も
)
を

明
確

に
し
、
《
言
葉
》

に
関
わ
る
者

と
し
て

の
哲
学
を
示
そ
う
と
す
る
高

い
意
識
が
見

て
と
れ
る
。
梵
字

の

一
字

一
体

に
諸

々
の
神
仏
が
宿

り
、

そ
の

一
点

一
画
が

一
仏

に
当

た
る
と

い
う
よ
う
な
、
梵
字

を
極
度
に
神
格
化
す
る
思
想

は
、
恐
ら
く
悉
曇
か
ら
出

た
も

の
と
推
測
す
る
が
、

直
接
影
響
を
与
え
た

の
は
何

か
、
.
通
事

の
言
語
観
と
し

て
ど
れ
程

一
般
的
だ

っ

た

の
か
、
又
、

こ
の
文
字
自
体
が
ど

の
程
度
通
用
し
た

の
か
等
、
疑
問

は
尽
き

な

い
が
、
今

は

一
切
省
略
に
従

う
。

四

こ
こ
で

一
旦
各
冊
の
内
容
を
整
理
し
て
お
く
と
、
概
ね
次

の
よ

う
に
な
る
。

○
総
論

・
概
説
篇

一
冊

う
訳
蛮
大
糞

短
圃

梵
語
を
中
心
と
し
た
文
字

・
言
語
論
、
及
び
中
国

.
イ
ン
ド

近
隣
諸
地
方

の
言
語

・
地
理

の
概
説
。

「
縦
横
長
短
圏

中
華

(南
京
)

・
安
南

・
東
京

・
モ
ウ

ル
・
阿
蘭

・
イ

ン
デ

ヤ
等
六

ケ
国
の
長
短
話
。

付
和
訳

注
鱒

*
二
冊

(
欠
)

○
主
要
異
国
語
篇

〈
東
京

語
V

三
冊

単
語
篇

付
和
訳

四
冊

会
話
篇

付
和
訳

〈

モ
ウ

ル
語
〉

五
冊

単
語

・
会
話
篇

付
和
訳
、
唐
訳

各

冊
の
体
裁
も

一
、

二
冊
は
ほ
ぼ
桝
型

の
小
冊
子

(
15

・
2

㎝
×
16

・
5

傭
)
、

あ
と
の
三
冊
は
大
本

(
30

・
6

㎝
×
22

・
1

㎝
)
と
、
内
容

に
応
じ
た
も
の
に

注
⑳

な

っ
て
い
る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
本
書
が
単
な
る
単
語

・
会
話
集

に
留
ま
ら
な
い
、
総
合
的

な
語
学
書

の
様
相

を
呈
し

て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
と
思
う
が
、

そ
れ
が
実

際
ど
れ
程
実
を
結

ん
で
い
る
か
と
な
る
と
、
又
問

題
は
別
な

の
で
あ
る
。

本
書

に
記
さ
れ
た
異
国
語
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
れ
を
知

る
適
当
な
サ

ン
プ

ル
と
し
て
、
〈
縦
横
長

短
話
〉
が
あ
る
。
〈
縦
〉
〈
横
〉
と
は
、

そ
れ
ぞ

れ
《
縦
書

き
に
す
る
言
葉
》

《
横
書
き

に
す
る
言
葉
》
を
意
味

す
る
。
十

四
丁

に
亙

っ
て
列
挙

さ
れ
た
異
国
語
は
、

そ
の
仮
名
を
読
み
解
く

と
、
例
え
ば
次
の

如

く
で
あ
る
。
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テ
ン

テ
ン

テ
ン

天ポ
夘

チ
ヤ
ン

チ
ヤ
ン

弛
ヤ
ン

長ダ
ラ
ス

ポ
ウ
ン

ニ
ー

リ
イ

リ
ー

地ダ
ゲ

キ
ウ

キ
ー

キ
ウ

久

二

八
オ
)

ダ
ラ
ス

ホ
ラ
ン
ダ
ス

セ
イ

ヨ
コ
ン
ビ
リ
ー

ニ
イ

ラ
コ
ン
ピ
リ

ー

セ
イ

ヨ
コ
ン
ビ
ー

テ
イ

ラ
コ
ン
ビ
ー

…
…
中
華

(
南
京
)

…
…
安
南

・…
:
東

京

…
…

モ
ウ
ル

…
…
阿
蘭

…
…
イ

ン
デ
ヤ

縦横

(異
国
語
を
示
す
順
序
は
本
書
に
同
じ
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
も
の
。
以
下
同
様
。
)

一
見
し

て
南
京
、
安
南
、
東

京
の
三
語
、
及
び
阿
蘭
と

イ
ン
デ
ヤ
の
言
葉
が
、

そ
れ
ぞ
れ
よ
く
似

て
お
り
、
以
後
も
、

三
語
共
類
似
し
た
り
、
モ
ウ
ル
と
阿
蘭

が
似
通

っ
た
り
等
、
〈
横
V

に

つ
い
て
は
様

々
な
組
み
合

わ
せ
が
あ
る
が
、
概

ね
同
様

の
傾
向

が
続
く
。

東
京
、
安
南
と
言
え
ば
、

そ
こ
で
話
さ
れ
て
い
た
の
は
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
語

の
筈

で
あ
る
。

ヴ

ェ
ト
ナ
ム
語
は
、

か
な
り

の
漢
語
語
彙
を
有
す
る
と

は
言
え
、
系

注
㈲

統
的

に
は
中
国
語
と
異
な
る
と
さ
れ

て
い
る
。
し
か
る
に

ト

ウ

ズ

ー

ッ
ウ

ダ

ウ

リ

ヤ
ウ

ト
ウ

ズ
ー

ツ
ウ

ダ
ウ

リ

ヤ

ト
ー

ズ
ー

ツ
イ

タ
ウ

リ
ヤ
ヲ

都

事

智

道

了

(
二
八
ウ
)

「
ス
ベ
テ

ノ
コ
ト

ソ
ン
シ
テ
ヲ
リ

マ
ス
」

メ
ー

キ
ヤ

ー

メ

キ
イ

ク
ワ
ー
エ

マ
エ

カ
ー

ム

キ
イ

ク

ワ
　

ニ
ー

キ
ヤ

ム

キ
イ

ク
ワ
ー

像

家

没

氣

掛

(
二
八
ウ
)

「
コ
ナ
タ
タ
チ

ヲ
キ

ニ
カ
ケ

ラ
レ
ナ

ヨ
」

ニ
ー

介

ソ
ン

ハ
ー

キ

イ

サ
イ

ユ
ウ

マ
エ

伽

ソ

ン

ハ
ー

キ
イ

伽
イ

コ
カ

ル

ニ
イ

一7。

ソ

ン

ハ
ー

キ
ー

サ
イ

ウ
ー

像

得

送

把

奇

在

有

々

「
コ

ナ

タ

ニ

ワ

タ

シ

ア

ッ

ケ

ヲ

イ

タ

ル

イ

ゲ

ン

ジ

イ

キ
ン

イ

ケ

ン

シ
イ

キ

ン

イ

ケ

エ
ン

シ
イ

キ

ン

一

件

如

今

ヒ
ト
シ
ナ

タ
ダ
イ

マ

グ
ウ

メ
ン

ヌ
ウ

ミ

ン

ヌ
ウ

ミ

ン

我

門

ワ
シ

ニ

ソ
ン

ソ
ン

リ
ヤ
ウ

ソ
ン

ミ

.

リ
ヤ
ー

ソ
ン

ミ

リ
ヤ
ヲ

送

々

了

(
二
九

オ
)

ワ
タ

シ
ナ
サ

レ
」

完

了

的

也

罷

々

(三
○
ウ
)

ワ
ン

リ
ヤ
ウ

ワ
ー

リ
ヤ

ワ
ン

リ
ヤ

「
シ

マ
イ
テ

弛

工
-

弁

イ
ー

あ

イ
ー

モ

ヨ
カ

パ
ア

パ
ア

パ
ー

ロ
ウ

ミミ≧ミ
」

の
よ
う
な
文

の
場
合
も
、
漢
字

の

一
字

一
字

に
南
京
語
と
同
様

の
対
応
を
し

て

い
る
と
は
不
審

で
あ
る
。
た
だ
、
中

に
「
四
=
ポ

ー
ン
」

(9
目
)

等
ヴ

ェ
ト
ナ

注
㈱

ム
語
か
と
思
わ
れ
る
単

語
も
あ

っ
て
、
検
討
を
要
す
る
が
、
恐
ら
く

こ
こ
で
言

う
安
南

語
、
東

京
語
は
、

そ
の
地
で
実
際

に
話
さ
れ
て
い
る
言
葉

で
は
な
く
、

敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、

い
く
ら
か
東
京
語

・
安
南

語
的
な
要
素
の
混
じ

っ
た
中

国
藷

と
い
う
く
.b
い
の
も
の
鐸

襟

汐

か
箸

僻
長
崎
に
入
津
す
る
唐

船
中
、
奥
船

(遅
羅
、
東
京
、
東
埴
塞
、

六
昆
、
咬
瑠
肥
か
ら
来

る
商
船
)
も

そ
の
謹

は
大
概
中

国
人

で
あ

.
て
、
現
地
か
・り
の
乗
賛

は
ご
く
少
数

だ

っ

た
ら
し
い
。
奥
船
の
来
航
自
体
、
口
船

(江
蘇
漸
江

か
ら
来
る
も
の
)
・
中
奥
船

(福
建
広
東

か
ら
来

る
も

の
)
琵

し
て
非
常
に
少

な
か

つ
麟

だ
か
ら
・
交

易

に
必
要
な
の
は
や
は
り
中
国
語

で
、
東
京
通
事
と
は
言

っ
て
も
、
必
ず
し
も

東
京

の
言
葉

に
堪
能

で
あ
る
必
要
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方

、
〈
横
〉

の
三
語
、
特

に
阿
蘭

と
イ
ン
デ
ヤ
の
言
葉

に
は
、
《
疑
似
サ

ビ
ー

ル
語
》
的

な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
前
掲

の

「
セ
イ

ヨ
(天
)
」
は
ポ

ル
ト

ガ

ル
語

(現
代
語
。
以
下
同
様
。
)
0
9

、
ス
ペ
イ

ン
語
(現
代
語
。
以
下
同
様
。
)

o
董

o
、

「
テ
イ
ラ
(地

)」

は
同
じ
く

8
「
超

(ポ
)
或

い
は

謡
Φ
「
鎚

(
ス
)

と
思
し
く
、
仮
名
表
記
と
し
て
は
さ
ほ
ど
的
外

れ
な
も

の
で
も
な
い
。
そ
の
他

、

ポ

ル
ト
ガ

ル
語
形

の
み
幾

つ
か
挙
げ
て
み
る
と

日

ソ
ウ

ル

ω
o
一

.
黒

プ

レ
イ
ト

め
「①
δ

月

ル
ウ

ワ
ー

言
9。

.
草

エ
ル
パ

Φ
「
く
鋤

山

モ
ン
ダ

ヨ
8

8

・
木

ア
ル
ポ

レ

い
「
<
O
「
①
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海

マ
ア

ル

ヨ
9
■

.
国

レ
イ

ノ

「
①
ぎ
O

老

(老
人
)
ア

ン
チ

ヤ

ン
9。
昌
o
団

.
金

ヲ

ヲ

ロ

o
葺

o

青

ペ

ル
デ

く
o
a

o

・
ま

だ

〈
副
詞
〉

ア
イ

ン
タ

ー
9
口
α
9

白

プ

ラ

ン

コ

げ
「9。
コ
8

・
多

い

ム

イ

ト

旨

9

8

等

、

見

当

の

つ

い
た
範

囲

で

は
、

原

語

の
面

影

を
彷

彿

と

さ

せ

る
程

度

に
は

正

・

注
㈱

確

に
写
し

て
あ
り
、
先
行

の
単
語
集

の
類

の
存
在
を
推
測

さ
せ

る
が
、
し
か
し
、

そ
れ
も
せ

い
ぜ
い
単

語
の
レ
ベ
ル
ま
で
で
あ

っ
て
、

O

ジにシ日サジ
ヤ

(ジ
ヤ

ヘ
ン

ポ

ン
ホ

ン

本ホ

ン
パ
ン

ポ

ン

ア
ア
ズ

ヤ

勤弾弛的

(二
ニ
ウ
)

州州刊

ピ
ヤ
ウ

ビ
ヤ
ウ

ヒ
ヤ

ヲ

漂デ
ル
ヤ

バ
ラ
ン

リ
エ
ウ

レ
ウ

レ
ウ

流ホ
ン

ア
ー
ト

バ
ツ
ソ
バ
ラ
ー

呼呼テ的

(二
三
オ
)

州列

等

の

「
ー

」
的
」

に
当

て
ら
れ
る

「
テ
」
は
中
国
語
の
よ

う
で
あ
る
し
、

否
定
形
を
作
る
場
合

に

暁

得

了

「
シ
ヤ
ウ
チ
デ
ゴ

ザ

ル
」

ミ
ダ

ニ
ー
ス
ホ
コ
ン

ア
ビ
リ

イ
ア

ル

ア
ル
ア
ビ
リ
イ

(波
線
筆
者
。
)

回

去

「
カ

エ
ル
」

メ
ル

イ
ー

ト

ル

ネ

=

メ
ル

ネ

ー

↓

不

暁

得

々

「
フ
シ
ヤ
ウ
チ

ナ
」

ナ
ア

ミ
イ

ダ

ン
ー

ナ

ン
ナ

ン
ア
ビ
リ
ー

ア
ビ
リ
イ
ナ
ン
ナ
ン

(
二
四
ウ
)

不

回

「
カ

エ
ラ

ヌ
」

ナ
ア

メ

ル
イ

ナ

ン

ト

ル
ネ

メ
ル

ネ

ナ
ン
ナ
ン

(
二
七
オ
)

又

、

引

↓

の
如
く
、
「
ナ

ン

(現
代
ポ

5
飢
P

b
o
昌

に
当

た
る
か
)
」

を

一
、

二
個
前
か
後

ろ

に
付

す
る
仕
方
は
、
当
該
言
語
の
文
法

に
則

っ
た
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。

ま
し
て

多

々

有

テ

ン

ナ

ン

テ

ン

「
ヲ
ヲ
ク

ア
ル
」

ム
イ
ト
ア

ル

ム
イ

ア
ル

テ

ン

ア
ル

有

「
ア
ル
」

ニ
ー

ス
ー

ム
イ

ア
ル

ア
ー

ル

(
二
六
オ
)

等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
波

線
部

の

「
ア
ル
」
は
日
本

語
で
は
な

い
か
と
疑
わ

注
㈲

れ
、

そ
う
な
る
と
こ
れ
ら

の
異
国
語
は
、
全
く
寄
せ
集

め
の
ヵ

タ
コ
ト
と
い

っ

た
趣
き

で
あ
る
。
疑
似

サ
ビ
ー

ル
語
の
所
以
だ
が
、

こ
の
辺
り
、
ケ

ン
プ

ェ
ル

(元
禄

三
年

(
㎜
)
か
ら
同
五
年
ま
で
日
本

に
滞
在

。
)
の
残
し
た
通
事

(詞
)

注
㈲

に
対
す
る
悪

口
を
、

そ
の
ま
ま
裏
付

け
る
か

の
よ
う
で
あ

る
。

阿
蘭
、
イ

ン
デ
ヤ
の
二
語
が
類
似
す

る
の
は
、
イ

ン
ド
中

の
西

・
葡

・
蘭

い

ず
れ
か

の
植
民
地

を
背
景

に
し
て
の
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
龍
山
自
身

こ
の
二

語

に
は
全
く
自
信

が
持

て
な
か

っ
た
ら
し
く
、
人

に
疑
わ
れ
た
り
失
笑

を
買

っ

注
㈲

た
り
す
る

こ
と
を
怖
れ

て
、
厳

に
他
言
を
諌
め
て
い
る
。

モ
ウ
ル
語

に
つ
い
て
は
、

一
体

ど
こ
の
言
葉
を
い
う

の
か
、
今

の
と
こ
ろ
そ

の
正
体
を
把
み
得

な
い
。
東
京

語
の
例
か
ら
推
し
て
知

る
べ
し
と
い
う
と

こ
ろ

注
翰

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
後
考
を
侯

ち
た

い
。

五

以
上

で
、

「
訳
詞
長

短
話
」

に
特
有

の
文
字
が

一
つ
の
言
語
観
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
幾

つ
か
の
異
国
語
が
カ
タ

コ
ト
程
度

の
幼
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稚

な
段
階

の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、

ほ
ぼ
明
ら
か

に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
語

学
書
と
し

て
の
実

用
性

は
、
や
は
り
中
国
語

の
基
礎

的
な
会
話
力
を
養
成

す
る

と

い
う
辺
り
を
出

な
い
と
思
う
が
、

《
言
葉
》
を

そ
の
根
元

か
ら
説
き
起

こ
し

て
総
合
的

に
捕
え
よ
う
と
す

る
態
度
が
、

そ
の
可
否
は
と
も

か
く
、
独
自

の
も

の
と
し

て
、
本
書

の
構
成

に
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
通
事
自
身

の
手

に
な
る
語
学
書
を
言
語
資
料
と
し

て
扱
お
う
と

す

る
の
は
、

1
、
異
な
る
言
語
同
志
が
ぶ

つ
か

っ
た
時
、
そ

こ
に
ど

の
よ
う
な
葛
藤

が
生

じ
た
か

2
、
そ

の
葛
藤

を
、

日
本
語

の
中

に
ど
の
よ
う
な
形

で
消
化
し
よ
う
と
し
た

か

を
、
異
言
語
同
志

の
接
触
す

る
最
前
線

で
見
よ
う
と

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
先

に
見
た
梵
字

の
神
聖
を
背
景
と
す
る
言
語
観
も
、

そ
の
葛
藤

の

一
つ
の
表

わ
れ

と
見

る
こ
と
が
出
来

る
。
純
粋

に
言
葉

の
問

題
と
し
て
は
、

A
、
音
韻

・
表
記

の
面
か
ら

B
、
訳
語
の
面
か
ら

と

い
う
二

つ
の
方
向

か
ら

そ
の
資
料
性
を
考
え
る

こ
と
が
出
来
る
と
思
う
が
、

そ

の
場
合
、
通
事
が
常

に
生

の
外
国

語
と
接
触
す
る
立
場

に
あ

っ
た
と
い
う

こ

と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
接
触

の
場

が
長
崎
と

い
う

一
地
域

に
限
定

さ
れ
て
い
た

こ
と
が
、

一
層
興
味
深

い
問

題
を
提
出
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ

る
。

A
、
音
韻

・
表
記

の
面
か
ら

さ
し
あ
た

っ
て
、
五
冊
目
の

モ
ウ

ル
語

の
〈
唐

訳
V
が
、
唐
音
資
料
と
し

て

利
用
出
来

る
。
南
京
語
と
銘
打

っ
て
は
い
る
が
、
不
審
な
例

も
あ
り
、
純
粋

な

注
自の

南

京
音

と
い
う
わ
け

で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
詳
細
は

一
切
後
考
を
侯
た
ね
ば

な
ら
な
い
が
、

「
水
窒

召
、

ツ
秒
ー
」

「
掛
〃
卯
ゴ
=

〃
塀

」
等
、
音
声
的
な
変

化
を

一
々
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
く
、
固
定
化

に
到
る
前

の
段
階
と
し

て
興
味

を
惹
く
。
末
尾

に
字

音
表

の

一
部

を
付

し
た
。
大
勢
は
そ
ち
ら

に
譲
る

こ
と

に
し
た
い
。

な
お
、
補
助
的
な
資
料

と
し
て
、
南
京

か
ら
福
建
、
広
東

に
か
け

て
の
方

音

に
関
す
る
記
述
が
多
少

あ
る
が
、
紙
幅

の
関
係
上

こ
こ
で
は
触
れ
な

い
。

B
、
訳
語
の
面
か
ら

直
接
貿
易

に
関
与
し
た
の
は
長
崎

の
地

役
人
と
通
事
だ

っ
た
の
だ
か
ら
、
そ

こ
で
の
会
話
が
土
地

の
言
葉

で
あ

っ
て
も
、
何
ら
差
し
支
え
な
か

っ
た
わ
け
で

あ
る
。
「長
短
話
」

の
和
訳
に
は
ま
ま
長
崎
方
言
が
認
め
ら
れ
、
方
言
資
料
と
し

て
利

用
出
来

そ
う
で
あ
る
。
目

に
つ
く
ま
ま
幾

つ
か
挙
げ
て
み
る
と
、
例

え
ば

〈
名
詞
〉

髪
毛

耳
糠

大
栂
指

無
名
指

姓
子

蕎人
参

茸手
巾

帽
子

魚蝿

カ

ミ

ゲ

ミ
ミ

ゴ

タ
カ

タ
カ

ユ
ビ

ベ

ニ
サ

シ

ユ
ビ

ワ

ロ
ウ

ソ

マ

ニ
イ

ジ

ン

ナ

バ

テ

ノ
グ

イ

ボ

シ

イ

ヲ
ハ
イ

〈
動
詞
〉

暁
了

縛閉完動
気

掃

キ

ヤ

シ

タ
、

消

ケ

ヤ

ス

ク

ヒ

ル

セ

ク

シ

マ
イ

タ

ハ
ラ

カ

ク

ハ
ワ

ク

〈
形
容
詞
〉

暖

々

ヌ
ク
イ

重

々
得

ヲ
ム
タ
イ

〈
副
詞
〉

静

々

ヨ
ウ

ラ

ミ

〈
助

詞
〉
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下

雨

ア
メ
刀

フ

ル

倣
甚

音

ヲ
ト
囚

ス

ル

(上
が
本
文
の
中
国
語
、
下
が
和
訳
。
)

又
、

「
モ
ウ

ヨ
ロ
シ
ウ
ゴ
ザ
リ

マ
ス
剃

(罷
径
了
)
」

の
よ
う
な
、
用
例
と

し

て
は
か
な
り
古

い
と
思
わ
れ
る
終
助
詞

の
例
も
あ
る
。

、

六

「
訳
詞
長
短
話
」
は
、
元
来
通
事

の
間
だ
け

で
用

い
ら
れ

る
べ
き
書
だ

っ
た

の
で
あ
り
、
実
際

そ
れ
以
上

に
広
ま

る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今

日

ま
で
余

り
知
ら
れ
る

こ
と
な
く
音
た
わ
け

で
あ
る
が
、
機
能

に
於

い
て
は
仮
名

と
大
差

な
い
と

は
言
え
、

一
つ
の
言
語
観

に
基
づ
い
て
こ
の
よ
う
な
独
特

の
文

字

が
使

わ
れ
た
と

い
う
事
実

は
、
も

っ
と
知
ら
れ
て
よ
い
こ
と

の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

「
訳
詞
長
短
話
」

に
採
ら
れ
た
語
彙

に
つ
い
て
等
、
触
れ
得
な
か

っ
た
問
題

も
幾

つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
関

し
て
は
、
又
、
別
の
機
会
を
も

つ
こ
と
に
し

た
い
。

注

①

「語
学
書
」
と
い
う
語
を
、
本
稿
で
は
(
外
国
語
に
つ
い
て
紀
述
し
た
書
V
と
い
う
種
の
綬
や
か

な
用
い
方
を
し
て
い
る
。

「月
刊
言
語
」
12
1
2

(昭
58
・
2
)
二
八
ぺ
、
井
田
好
治
氏
の
一
文
等

参
照
。

②

岩
波

「国
書
総
目
録
」
に
よ
る
と
、
京
都
大
学
に
全
五
冊
の
写
し

(大
正
期
の
も
の
)
が
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
未
見
。
な
お
、
調
査
に
廉
し
て
は
筆
者
撮
影
の
写
真
版
に
拠

っ
た
。

③

東
京
通
事
、
モ
ウ
ル
通
事
、
逼
羅
通
事
を
も
含
め
て
唐
通
事
と
総
称
す
る
の
が
当
時
の
習
い
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に

「
ツ
ウ
ジ
」
と
い
う
場
合
、
〈
オ
ラ
ン
ダ
通
濁
V
〈
唐
通
事
V
と
書
き
分
け
る
の

が
大
方
の
例
で
あ
る
。

④

蛇
足
の
よ
う
で
あ
る
が
、
誤
解
を
避
け
る
た
め

一
応
簡
単
に
説
明
を
加
え
て
お
く
と
、
安
南
は
イ

ン
ド
シ
ナ
半
島
の
東
海
岸
地
方
。
そ
こ
に
隣
接
す
る
の
が
、
ト
ン
キ
ン
ーー
デ
ル
タ
を
中
心
と
し
た
半

島
北
部
の
東
京
均
方
。
又
、
モ
ウ
ル
と
は
、
か
つ
て
の
ム
ガ
ー
ル
帝
国
を
い
う
。

⑤

本
書
の
存
在
を
知
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
こ
の
文
字
に
つ
い
て
の
中
田
喜
勝
氏
の

言
及
で
あ
る

(
「日
本
に
於
け
る
華
音
の
声
母

「
ッ
」

・
「
キ
」
に
つ
い
て
」
1

「長
崎
大
学
教
養

部
紀
要

人
文
科
学
」
18

・
昭
53
)
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

⑥

「
「訳
詞
長
短
話
」
解
説
」
と
麺
す
る
十
三
行
程
の
簡
単
な

紹
介

文
。
大
正
四
年
十

一
月

「芸

文
」
初
出
。

「新
村
出
全
集
」
第
八
巻

(筑
摩
書
房
)
五
八
八
ぺ
。
そ
こ
に
は

「訳
詞
長
短
話
」
の

写
真
も

一
葉

(四
冊
、
四
ウ
。
五
オ
)収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

㈲

管
見
の
限
り
で
は
注
⑤
中
田
氏
が
僅
か
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る

(
「南
山
俗
語
考
の

音
叡
に
つ
い
て
」
ー

「中
国
文
学
論
集
」
創
刊
号
、
昭
菊
・
5
)
。

⑧

大
正
十
五
年
六
月

(岡
書
院
)
刊
。
な
お
、
同
書
に
も
注
⑧
と
同
じ
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑨

明
治
三
十
年
九
月
刊
。
頴
川
君
平
編
。

「長
崎
県
史
ー
史
料
編
第
四
」

(吉
川
弘
文
館
)
に
拠
っ

た
。

00

鄭
永
寧
の

「訳
司
統
譜
」
肢
文
に
は

「五
右
衛
門
」
と
あ
る
。

鋤

「西
南
文
運
史
論
」
四
七
ぺ
。

舩

同
右
四
二
七
ぺ
。

面

同
右
四
二
九
ぺ
。

「頴
川
君
平
翁
談
に
よ
る
。
」
と
あ
る
。

に◎

同
右
四
二
九
ぺ
。

「何
礼
之
翁
談
に
よ
る
。
」
と
あ
る
。
注
鮒
と
共
に
訳
家
の
子
孫
の
直
話
に
拠

る
ら
し
い
。

㈲

石
崎
又
造
氏

支
那
俗
語
文
学
史
」

(弘
文
堂
書
房
)
昭
15

・
10
、

一
四
ぺ
。

㈹

引
用
は

「日
本
随
筆
大
成
」
第
二
期
四
に
拠
る
。
但
し
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。

(7
、)
ク

ヲ

呂

ヲ

ハ

轟・3
ト
ヲ

「通
飼
家
礒
日
。
唐
音
難
レ習
教
レ
之
当
下
以
二
七
八
歳
一為
去
始
。
殊
不
レ
知
。
七
八
歳
則
晩

　
。

ヘ
シ

ヲ

ス
ル
コ
ト

ハ
ソ

非

レ
従
二
祖
栂
中

一則
莫

二
之
能

一

也

。
我
ヵ
東
有
二
単
音

一
而
無
二
合
音

一
。
単
音
何

。
日

ア
イ
ウ

レ

ナ
リ

'

ハ
ソ

7

エ
ヲ
是
也
。
砕

音
也

。
合
音
者
何
。
日
ア

ン
イ

ン
ウ

ン
エ
ン
ヲ

ン
ア
ウ
イ
ウ
ウ

・
エ

・
オ

・
ア

ッ
ク

イ

ッ
ウ

ッ
エ
ッ
ヲ

ッ
是
也
。

全
音
也
。

我
東
該
児
之
於

二
単
音

一也
。
聴

二
慣
聴

三
熟
於
掻

裸
不
レ

ク

タ

ク

ク

言
之
中

一。

二
歳
以
上
智
恵
漸

開
。
結
而
成

レ
語
。

其
勢
然
也
。

今
以
二
不

便
之
合

音

一。

逡
教
二

唐
話
餐

七
八
歳
時

一
。
唯
見

二
其
難

一
耳
。
然

則
為

囲
卜
之
如
何

。
日

二
歳
以
上
戯
要
引
閾
之
際
。
漸

次
㍉

π
二
合
茸

・
使
芝
,
.
凝

謝
馬
.
.
ガ
畠

串
露
成
姦

蚕

ヰ
ガ
六
歳
上
学
レ
整

ト

ク
ハ

ノ
ξ

垣

一
。
則
庶
幾
易
易
耳
。
」

(上
巻

)

㎜

一
冊

=

一ウ
～

噌
三
オ
。
但

し
ど
う
い
う
事
実

を
指

し
て
こ
う
言

っ
て
い
る
の
か
は

定

か

で

な

い
。

う近
世
日
本

に
於
け
る
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,
α画

五
冊
目
の
南
京
語

(普
通
の
字
体
)
で
は
も

っ
と
そ
れ
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば

キ
τ

、

塾

等
。
こ
の
よ
う
な
《
競
け
書
き
V
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
、
実
際
の
発
音
を
意
識
し
た
上
で

の
一
つ
の
書
式
と
看
徹
さ
れ
る
。
契
沖

「和
字
大
目
抄
」
の
合
字
等
、
併
せ
考
え
る
べ
き
も
の
と
思

わ
れ
る
。
印
刷
の
部
合
上
、
末
尾
の
字
音
表
に
は
そ
れ
が
表
わ
し
得
な
い
。

α9

第
二
冊
は
未
見
だ
が
、
本
書
の
中
で

示

云

ご

と

一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
内
容
的

に
も
第

一
冊
と
同
列
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

⑳

易
付
き
は
順
に
三
八
丁
、
三
五
丁
、
三
七
丁
、
三
八
丁
。
ほ
ぼ
均
等
で
、
第
二
冊
も
三
七
丁
前
後

と
想
像
さ
れ
る
。

「世
界
言
語
概
説
」
下
巻

(平
凡
社
)

「安
南
語
」
の
項

(三
根
谷
徹
氏
執
筆
)
に
拠
る
。

ス
ー

ワ
エ
ン

ダ
ア

ビ
ー
ン

ポ
ー
ン

ワ
ー

グ
ウ

ヒ
ン

ス
イ

ワ
イ

ク
ウ

ビ
ン

四

界

大

平

ニ

ハ
ウ
)

「西
南
文
運
史
論
」
四
五
～
四
六
ぺ
。
山
脇
悌
二
郎
氏

「長
崎
の
唐
人
貿
易
」

(吉
川
弘
文
館
)

等
も
参
照
。

「長
短
話
」
に
も
そ
の
旨
の
記
述
が
あ
る
。

「
(筆
者
注
-
南
蛮

・
イ
ン
デ
ヤ
の
言
葉
は
)
根
元
十
冊
夫
ヲ
三
冊

,一合
諜
置
ナ
リ
。
其
三
冊

之
自
内
抜
テ
撰
略
シ
テ
是

二
号
写
ス
ル
者
也
。
」

(
一
冊
・
三
三
オ
、
ウ
)

少
な
く
と
も
、
現
代
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
は
存
在
を
表
わ
す
の
に
こ
の
よ
う
な
表
現
を
と
る
こ
と
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。

「長
崎
県
史
ー
史
料
編
第
三
」
の
日
本
語
訳
で
示
す
。

「外
国
人
と
の
貿
易
の
便
利
の
た
め
に
、
将
軍
は
一
団
の
通
詞
を
置
き
、
年
々
給
料
を
支
給
し
て
お

り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ト
ン
キ
ン
語
、
シ
ャ
ム
語
、
三
つ
の
シ
ナ
語

(南
京
・
福

州
・
津
州
)
、
そ
の
他
数
箇
国
語
を
通
訳
さ
せ
る
。
こ
の
通
事
は
厩
し
て
無
学
で
、
外
国
語
の
数

箇
国
語
を
と
り
ま
ぜ
て
日
本
語
の
例
に
準
じ
て
発
音
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
、
従

っ
て
彼
ら

と
話
す
に
は
、
更
に
ま
た
も
う

一
つ
別
の
通
詞
が
必
要
と
な
る
く
ら
い
、
そ
の
言
葉
は
理
解
し
に

く
い
も
の
で
あ
る
。
」

(ケ
ン
プ
ェ
ル

「日
本
史
」
よ
り
)

ケ
・
プ

エ
ル
の
・
壽

在
は
元
禄
三
年
(
㎝1
)
か
ら
同
五
年
ま
で
。

・
れ
は
、
番

し
て
ほ
ぼ

二
十
年
、
未
だ
東
京
通
事
を
仰
せ
付
か
っ
て
は
い
な
い
が
、
魏
喜
官
の
代
に
当
た
る
。

「尤
我
連
モ
正
躰
之
異
人
二
応
対
不
仕
シ
テ
此
言
実
々
愚
盲
似
リ
。
錐
然
伝
承
錐
不
中
言
不
遠
マ

シ
。
唯
々
我
ロ
伝
之
趣
意
述
ル
己
而
。
萬
端
ノ
縣
者
之
心
内
可
有
乎
必
勿
他
言
事
。
其
趣
意
以
敢
異

話
ヲ
不
有
柳
惜
ニ
ハ
。
正
撞
之
無
入
故
他
言
シ
テ
人
疑
己
而
。
或
口

一
笑
ス
ル
。
実
々
タ
リ
。
」

二

冊

・
三
四
オ
、
ウ
)

囲

モ
ウ
ル
語
の
た
め
に
特
に

一
冊
を
割
い
て
い
る
の
は
公
か
ら
の
要
請
で
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

寛
政
七
年
に
官
命
を
受
け
た
中
に
、
モ
ウ
ル
通
事
は
は
い
っ
て
い
な
い

(第
二
節
参
照
)
。

四

注
㎝
中
田
氏
諭
文
に
、
近
世
目
本
で
い
う

「南
山呈
日
」
と
は
、
蛍
に
当
時
の
南
京
省
の
音
だ
け
を

指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
漸
江
省
及
び
江
南
地
方
ま
で
を
も
含
む
相
当
広
い
地
域
の
方
音
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
の
ご
指
摘
が
あ
る
。

〔付
記
〕

資
料
に
関
し
て
は
、
長
崎
県
立
図
書
館
史
料
課
の
方
々
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な

っ
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
又
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
っ
た
諸
先
学
に
も
感
謝
申

し
上
げ
る
。

〔追
記
)

第
三
節
で
触
れ
た
、
仮
名
を
二
、
三
字
密
着
さ
せ
て
一
続
き
に
発
音
す
る
こ
と
を
示
す
方
法
に

は
、
所
謂
唐
話
辞
書
の
唐
音
の
付
し
方
も
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
冠
山
系
の

語
学
書
が
注
意
さ
れ
る
。

一娼一



ー

O
寸
ー



ー

O
O
!



ー

お

ー



ー

α
の

ー

豪

(
は
、

一
蜜
と
ま
り
で
あ
る
こ

と
を
示
す
た
め
に
瓢
に
付
し
た
●


